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MPの⽔⽣⽣物への影響

• ⽔⽣⽣物の体内動態は未解明

• ⾷物連鎖を介しての蓄積はあるのか︖

• MPに吸着した有害化学物質の蓄積を介在するベクター効果
はあるのか︖

• 研究の殆どは新品の MPであり、劣化 MPでは化学物質の吸
着特性と⽣物への蓄積と影響は⼤きく異なる可能性が⾼い



• 科学的バックグラウンドが充実している
• ⽣物試験の世界標準⿂として⽤いられている

• 飼育が容易である。
• 卵の膜が透明なので、体ができる発⽣の
過程が容易に観察できる。

• 交配の遺伝学的実験法が確⽴している。

モデル⽣物として広く⽤いられている。

メダカ（Oryzias latipes）をモデルとして⽤いる





再⽣産への影響︓
2um MPを暴露したメダカの産卵数と次世代の⽣存率

再⽣産へ影響はなかった



MPの取り込み・蓄積・排出等の挙動についてはほとんど分
かっていない。

体に⼊ったプラスチックの蓄積・体内動態
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MPの体内動態を知ることは⽣態毒性学に
おいて必要不可⽋。
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MPは急速に体から出て⾏く・・・



20, 200 µmMPのBCFは<100と推定された

?



MPは急速に体から出て⾏くが 2µm MPは残留する



消化管内壁にMPsが⼊り込んだ可能性が⾼い

Endocytosis    Persorption

Predicted pathways of microplastic uptake from the gastrointestinal tract (GIT)

M細胞による輸送
上⽪層の接合部から機械的取り込み

(Wright and kelly et al., 2017)



MPは⾷物連鎖を介して濃縮するのか︖

⾷物連鎖による⽣物濃縮の可能性は低い (BCFが<100)

⽣態ピラミッド

⾼次栄養段階

低次栄養段階

⽣産者

低次栄養段階の⽣物への取り込みが報告されている

ムラサキイガイ
(フィンランド環境研究所より)

https://style.nikkei.com/article/DGXMZO5
2124120T11C19A1000000?page=2

ナンキョクオキアミ
(Dawson et al., 2018)

https://www.pewtrusts.org/ja/research-
andanalysis/factsheets/2014/10/protecting-
antarctic-krill

MPs

︖

オキアミから⿂へ⾷物連鎖
で移⾏する (Hasegawa 
and Nakaoka, 2020)



MPによる化学物質蓄積へのベクター効果

MP

化学物質

＋

吸着 体内移⾏=ベクター効果



PE-MPはアントラセン蓄積でベクター効果を持つ



実験に使⽤したモデルPE粒⼦

一般に使用されているものと分子量、結晶度が大きく異なるので注意が必要



劣化MPの作製
約200 µm粒状ポリエチレン（PE）、粉砕PE, PSのマイクロプラスチックを作
製し、実環境中の1.5および5年に相当する紫外線を照射して劣化させた粒状及
び粉砕PEを作製した結果、PEの劣化度は低かったが、PSは劣化が確認された。

PE、PS ペレット

破砕

ふるい分け
紫外線照射

破砕PEMP (平均粒径 211 µm) 破砕PSMP (粒径 140-200 µm)

粉砕劣化PS紫外線照射
(0.5年、1.5年分）粉砕劣化PE紫外線照射

(1.5年、5年分）
粒状劣化PE紫外線照射
(1.5年、5年分）

劣化MPの作製



試料 粉砕品 粒状未粉砕品

外観

未処理 180時間光劣化処理 480時間光劣化処理 未処理 180時間光劣化処理 480時間光劣化処理

色及び形状の変化は認められない 色及び形状の変化は認められない

FT-IR
（化学構
造）
～1 µm

化学構造の変化は認められない 化学構造の変化は認められない

XPS
（結合状
態）
～10 nm

炭素の結合状態に変化は認められない
480時間光劣化処理により極表面において

わずかに酸化劣化が進行

GPC
（分子量）
バルク

光劣化処理の経過時間に伴いに
分子鎖切断と分子間架橋がわずかに生じている

光劣化処理の経過時間に伴いに
分子鎖切断と分子間架橋がわずかに生じている

ポリエチレン粉砕品及び未粉砕品の劣化構造解析結果

光劣化処理により極表面において、わずかに酸化劣化が進行している。
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まとめ

• ⽔⽣⽣物の体内動態は未解明
BCFはメダカでは102程度­＞さらに検証が必要

• ⾷物連鎖を介しての蓄積はあるのか︖
⿂類では起こりにくい­＞さらに検証が必要

• MPに吸着した有害化学物質の蓄積を介在するベクター効果
はあるのか︖
起こる­＞さらに検証が必要
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